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／保健・医療・福祉
／講座／スポーツ／
催し物／国保・年金
／その他）

今号の主な内容

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回３月１日号は町会・自治会配布です。

を
配
布
し
て
い
ま
す

を
配
布
し
て
い
ま
す

２
０
１
４
中
央
区
わ
た
し
の
便
利
帳

▲瓦礫と化した日本橋地区を走る市電（提供：後藤種吉）

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に

関
わ
り
の
深
い
、
区
や
都
な
ど
の

窓
口
を
ご
案
内
し
た「
２
０
１
４

中
央
区
わ
た
し
の
便
利
帳
」を
発

行
し
ま
し
た
。
３
月
17
日（
月
）ま

で
に
区
内
全
世
帯
に
順
次
お
届
け

し
ま
す
。
ぜ
ひ
生
活
ガ
イ
ド
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
３
月
17
日（
月
）ま
で
に
届
か
な

い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　

事
業
所
な
ど
で
本
冊
子
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
直
接
区
役
所
２
階

広
報
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送（
郵
送
料
な
ど
は

実
費
負
担
）を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

広
報
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

広
報
課
広
報
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
１
７

　

区
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
や
量
の
確
保
と
、

今
後
の
高
齢
者
施
策
の
取
り
組
み

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
学
識
経
験
者
、
医
療
・
福
祉

関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る「
中
央

区
高
齢
者
施
策
推
進
委
員
会
」を

設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
区
民
の
代
表
の
方
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
区
分
・
募
集
人
数

　

高
齢
者
施
策
の
推
進
に
協
力
で

き
る
次
に
該
当
す
る
区
内
在
住
者

・
65
歳
以
上
の
方 

１
名

・
40
歳
〜
64
歳
で
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方 

１
名

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族
の

方 

１
名

任
期
・
開
催
回
数
な
ど

　

任
期
は
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で（
予
定
）、
会
議
は
平
日
の
午
後

６
時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度
で
、

年
４
回
程
度
開
催
の
予
定
で
す
。

申
込
方
法

　

３
月
20
日（
必
着
）ま
で
に
、「
今

後
の
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
」の

意
見
な
ど
を
１
２
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
①
住
所
②
氏
名
③
生
年

月
日
④
電
話
番
号
⑤
職
歴
お
よ
び

福
祉
活
動
歴（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
）⑥
応
募
の
区
分
別
を
明

記
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
申

込
む
。

◎
申
込
多
数
の
場
合
は
、
作
文
、

活
動
歴
、
地
域
な
ど
を
考
慮
し

て
選
考
し
ま
す
。

※
申
込（
問
合
せ
）先

　

〒
１
０
４‐８
４
０
４

　

中
央
区
築
地
１‐１‐１

　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
５
３

　

世
界
を
不
幸
の
ど
ん
底
に
陥
れ

た
全
世
界
的
規
模
の
戦
争
か
ら
、

68
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

あ
の
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
国
民

も
苦
し
く
困
難
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
こ
こ
中
央
区
で
も
米
軍

の
空
襲
に
よ
り
、
一
般
市
民
が
多

数
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
月
の
経
過
と
と
も

に
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代

が
大
半
と
な
り
、
悲
惨
な
体
験
は

次
第
に
風
化
し
、
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返

さ
ず
、
い
つ
ま
で
も
平
和
で
あ
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
平
和

の
尊
さ
を
見
つ
め
直
し
、
次
世
代

を
担
う
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

世
界
各
地
で
は
い
ま
だ
に
テ
ロ

や
紛
争
が
絶
え
ず
、
多
く
の
人
々

が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
悲
劇
を
な
く
し
て
平
和
で
安

全
・
安
心
な
世
界
が
実
現
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、
中
央
区
平
和
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
平
和
展
で
は
、
本
区
に
お

け
る
空
襲
被
害
な
ど
、
当
時
の
写

真
や
戦
災
資
料
を
公
開
展
示
す
る

と
と
も
に
、
戦
争
体
験
者
の
証
言

や
平
和
ア
ニ
メ
な
ど
の
ビ
デ
オ
を

上
映
し
ま
す
。

日　

時

　

２
月
26
日（
水
）〜

　

３
月
12
日（
水
）　

開
庁
時
間
内

会
場
・
内
容

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
写
真
パ
ネ
ル
展
示

　

空
襲
被
害
、
戦
時
下
の
日
常
生

活
、
学
童
疎
開
の
様
子
が
写
っ
て

い
る
写
真

・
物
品
展
示

　

焼
夷
弾
、
防
毒
マ
ス
ク
、
伝
単

な
ど
空
襲
に
関
す
る
資
料
、
陶
製

キ
セ
ル
、
ゲ
ー
ト
ル
な
ど
戦
時
下

を
物
語
る
資
料
ほ
か

・
ビ
デ
オ
上
映

　
『
中
央
区
戦
災
体
験
者
の
証
言

総
集
編
』、
平
和
ア
ニ
メ
ほ
か

日
本
橋
区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
月
島
区
民
セ

ン
タ
ー
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

・
写
真
パ
ネ
ル
展
示

・
ビ
デ
オ
上
映

◎
区
で
は
、
平
和
関
係
資
料
の
収

集
お
よ
び
保
存
を
行
っ
て
い
ま

す
。
戦
時
下
を
物
語
る
写
真
や

物
品
の
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
平
和
祈

念
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」で
は
、
平
和
展
で
紹
介
し

き
れ
な
い
資
料
や
写
真
な
ど
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

地
域
振
興
課
地
域
事
業
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
３
９

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
！
」と
題
し
た
平
成
26
年
度

予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
総
額
は
８
２
６
億
２

７
１
６
万
円
（
前
年
度
比
２
・

７
％
増
）
で
す
。

６
年
後
の
五
輪
や
そ
の
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
施
策

を
充
実
さ
せ
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
特
に
子
育
て
・
教
育
に
力

点
を
置
い
て
い
ま
す
。
保
育
園

の
待
機
児
童
解
消
の
た
め
新
た

に
２
園
開
設
し
、
学
校
増
改
築

で
は
月
島
第
二
小
、
豊
海
小
、

久
松
小
に
着
手
す
る
と
と
も
に

日
本
橋
小
、
有
馬
小
、
月
島
第

三
小
も
準
備
作
業
を
進
め
ま
す
。

商
業
振
興
と
し
て
は
秋
の

「
観
光
商
業
ま
つ
り
」
に
加
え
、

４
月
に
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
で

「
お
江
戸
文
化
村
」を
開
催
し
ま

す
。
医
療
・
健
康
面
で
は
歯
科

健
康
診
査
の
対
象
を
20
歳
と
25

歳
に
広
げ
る
の
を
は
じ
め
「
は

つ
ら
つ
健
康
教
室
」「
ゆ
う
ゆ
う

講
座
」
な
ど
強
化
し
ま
す
。
障

害
の
あ
る
方
へ
の
施
策
で
は
種

別
や
年
齢
を
問
わ
ず
総
合
的
に

相
談
対
応
す
る
「
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
ま
す
。

環
状
２
号
線
を
通
す
Ｂ
Ｒ
Ｔ

（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）は

28
年
度
運
行
開
始
を
目
指
す
ほ

か
、
晴
海
地
区
な
ど
臨
海
部
で

の
地
下
鉄
新
線
の
導
入
に
向
け

た
調
査
を
始
め
ま
す
。

中
央
区
平
和
展
〜
永
遠
の
平
和

を
願
っ
て
〜

中
央
区
高
齢
者
施
策
推
進
委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
・
音
声
ま

た
は
言
語
機
能
障
害
の
あ
る
方
が
、

区
役
所
に
来
た
と
き
に
手
話
を
用

い
て
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
、
手
話
通
訳
者

が
各
種
相
談
や
手
続
き
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
日
時

　

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

利
用
方
法

　

区
役
所
１
階
受
付（
ま
ご
こ
ろ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
６
９
７

 

℻  （
３
５
４
４
）０
５
０
５



(2)中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、年末年
始を除く）、企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40 ～ 11：00　PM3：10 ～ 3：30　PM9：40 ～ 10：00　土・日曜日　AM10：00
～ 10：20　PM3：00 ～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。

対
象

日
時

問
合
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
込
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成26年（2014年）２月21日（金曜日） No.１２０５区 の お し ら せ 2 月 2 1 日 号

月、３月）設けられています。建物
所有者・管理者の皆さんは、これを
機に維持管理の見直しや建物の点検
をお願いします。
　また、区ではいくつかの建物を対
象に防災査察を行いますので、ご協
力をお願いします。
逢建築課調査係
　☎（３５４６）５４５５

高年齢者の再就職支援セミナー
「生涯現役の働き方を考える！」
～生き生きと働き続けるために～
　平成26年度から年金支給年齢の引
き上げや雇用期間延長など、シニア
を取り巻く環境が大きく変化するこ
とが予想されます。
　再就職を目指している高年齢者を
対象に、高年齢者の雇用の現状と対
策を学び、就職の実現を支援するセ
ミナーを開催します。
唖３月12日（水）
　午後１時30分～４時
娃京華スクエア２階会議室
亜おおむね55歳以上の方
阿・働く環境（現状）を知る

・ライフプランの中での仕事の位
置づけを確認する

・働きたい自分と仕事のマッチン
グを知る

・成功につなげる就職活動のノウ
ハウを知る

［講師］キャリア・デベロップメント・
アドバイザー　丹　俊幸

愛25名（先着順）
挨無料
姶２月21日（金）から電話で申込む
（受付は月～金曜日）。
逢シルバーワーク中央
　☎（３５５１）９２００

スポーツ
春季区民体育大会水泳大会
唖４月27日（日）　午前９時30分～
娃総合スポーツセンター温水プール
亜区内在住・在勤・在学者で定期的

に水泳の練習をしている小学生以
上の方

挨無料
姶３月31日（必着）までに所定の申込

用紙に記入の上、郵送で申込む。
◎競技内容・申込方法など、詳細を

記載した実施要項および申込用紙
は区役所６階中央区体育協会事務
局窓口で配布します。
逢〒104－0032
　中央区八丁堀２－15－11清水方
　中央区水泳連盟事務局
　☎０９０（３０９６）０４７９

（３頁からのつづき）情報コーナー

種　目 剣　　　道 ミニバスケットボール バレーボール バドミントン

日　時

4月12日～
 平成27年3月7日
原則毎週土曜日

（祝日を除く）
午後2時～4時

4月12日～
 平成27年2月14日
原則第2・4土曜日

（祝日を除く）
午後1時～3時

4月12日～
 平成27年2月14日
原則第2・4土曜日

（祝日を除く）
午前10時～正午

4月12日～
 平成27年3月14日
原則第2・4土曜日

（祝日を除く）
午前10時～正午

会　場 中央小学校
体育館

月島第二小学校
体育館

佃島小学校
体育館

京橋築地小学校
体育館

対　象
区内在住・在学の小学生

新1年生～6年生 新3年生～4年生 新1年生～6年生 新2年生～6年生

定　員
50名 45名 50名 45名

申込多数の場合は抽選
◎抽選の場合は、申込まれた教室において過去に参加していない方を優先します。

費　用 800円（スポーツ安全保険の保険料）

申込方法
3月7日（必着）までに、往復はがきに①教室（種目）名②氏名・ふりがな③生年月日
④住所⑤電話番号⑥学校名⑦新学年⑧今回申込む教室（種目）の過去参加の有無を
記入して申込む。
◎当選者は区役所6階スポーツ課窓口で手続きがあります。

申込（問合せ）先 〒104︲8404　中央区築地1︲1︲1　スポーツ課スポーツ事業係　☎（3546）5531

◎日時および会場は、変更となる場合があります。

少年少女スポーツ教室（通年）

催し物
区民文化祭作品展「合同展」
開催のご案内
　築地・日本橋・月島の社会教育会
館３館合同の作品展を開催します。
区民の皆さんによる絵画や書道など
の幅広い分野の作品を多数展示しま
す。秋の作品展をお見逃しの方には、
またとない機会となりますので皆さ
んでお誘い合わせの上、ぜひご来場

ください。
唖３月14日（金）～16日（日）
　午前10時～午後４時
娃アートはるみギャラリー
挨無料
逢築地社会教育会館
　☎（３５４２）４８０１
　日本橋社会教育会館
　☎（３６６９）２１０２
　月島社会教育会館
　☎（３５３１）６３６７
　アートはるみ
　☎（３５３１）９１９０

別表１
区　分 加入手続方法

第1号被保険者 自営業者、学生、無職の方など 区役所で加入の手続きをしてくだ
さい。

第2号被保険者 会社員・公務員（厚生年金保険や共
済組合の加入者） 第2号被保険者の勤務先を経由し

て、年金事務所へ届け出てください。
第3号被保険者 第2号被保険者に扶養されている配

偶者

国保・年金手帳

国民年金の加入手続きを
　国民年金は、老後や、万一のとき
に備え、生活の安定を図るための制
度です。

　日本に住んでいる20歳以上60歳未
満の全ての方は、国民年金に加入し
なければなりません。
　加入者は、別表１のとおりの３種
類に分けられます。加入手続きの方
法が異なりますのでご確認ください。
逢保険年金課保険年金係
　☎（３５４６）５３７１

その他
あなたの建物は安全ですか？
建築物防災週間
３月１日（土）～７日（金）
　安心して住めるまちにするには、
建物を地震や火災に対して強くする

必要があります。そのためには、日
頃から建物の維持管理を適切に行う
ことが大切です。雑居ビルの火災や
外壁・看板の落下の事例では、日頃
の維持管理が適切に行われていなか
ったことが事故の一因とみられるも
のがありました。
　防災意識の向上を図るため、全国
的に「建築物防災週間」が年２回（９

別表２

項　目 Ⅰ類採用試験 Ⅲ類採用試験 経験者
採用試験・選考

身体障害者を
対象とする採用選考

告　示 3月5日（水） 6月11日（水） 7月25日（金）

郵送申込受付 4月1日（火） 
 ～8日（火） 6月11日（水）～8月6日（水） 7月25日（金） 

 ～9月1日（月）
インターネット

申込受付
4月1日（火） 
 ～10日（木） 6月11日（水）～8月8日（金） 7月25日（金） 

 ～9月3日（水）
1次試験・選考 5月4日（祝） 9月14日（日） 9月7日（日） 9月28日（日）
1次合格発表 6月18日（水） 10月21日（火） 10月14日（火） 10月15日（水）

2次試験・選考 7月7日（月） 
 ～24日（木）

11月1日（土） 
 ～3日（祝）

10月25日（土）・
26日（日）

10月27日（月）・
11月11日（火）

2次合格発表 ― ― 11月7日（金） ―

3次試験・選考 ― ― 11月15日（土） 
 ～23日（祝） ―

最終合格発表
7月28日（月）
（技術系）
8月8日（金）

（技術以外）
11月14日（金） 12月5日（金） 11月20日（木）

平成26年度特別区
職員採用試験・選考日程

［採用試験・選考日程］
　別表２のとおり
◎募集する試験区分などの詳細は、

それぞれの採用試験・選考告示日

に発表する採用試験・選考案内を
参照してください。

逢特別区人事委員会事務局任用課採
用係

　☎（５２１０）９７８７
茜http://www.tokyo23city.or.jp/

saiyou-siken.htm

別表３
都市計画の名称 縦覧場所 意見書の提出先 問合せ先

勝
ど
き
東
地
区
関
連

勝どき東地区
地区計画の決定（案）

・ 都都市整備局都市
　づくり政策部都市
　計画課
・ 区役所5階地域整
　備課

都都市整備局
都市づくり政策部
都市計画課

都都市整備局
都市づくり政
策部土地利用
計画課
☎（3588）3318

勝どき東地区第一種市街地
再開発事業の決定（案）、勝ど
き一・二丁目地区地区計画の
変更（案）および勝どき四丁目
地区地区計画の変更（案）

区役所5階
地域整備課

区役所5階
地域整備課

地域整備課ま
ちづくり推進
主査
☎（3546）5448

駐車場第12号
西銀座駐車場の変更（案）

区役所7階
環境政策課

区役所7階
環境政策課

環境政策課土
木計画調整係
☎（3546）5421

都市計画案の縦覧等について
　都市計画案に関して、次のとおり
手続きなどを行います。

［縦覧期間および意見書の提出期間］
　２月28日（金）～３月14日（金）（閉庁
日を除く）
　午前９時～午後５時

［縦覧場所、意見書の提出先など］
　別表３のとおり
都市計画案の説明会

　勝どき東地区関連の都市計画案に
ついては説明会を行います。
唖３月６日（木）　午後７時～
◎議事が終了次第、閉会します。
娃月島第二小学校体育館

３月３日（月）

お魚屋さん特売日お魚屋さん特売日
域地橋本日

逢区民生活課消費生活係
　☎（３５４６）５３３２



(3) テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ９チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM 
10：00・PM0：00・PM8：00）、東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ５チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM9：30・PM0：
00・PM7：30）で放送しています。
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平成26年（2014年）２月21日（金曜日） No.１２０５区 の お し ら せ 2 月 2 1 日 号

離 乳 食 講 習 会

施　設
４月分運動場等抽選申込み
　区立運動場等の体育施設は公共施
設予約システムで施設の抽選・予約
の申込みを受け付けています。
亜「体育施設団体利用登録」をしてい

る団体
［申込期間］３月１日（土）～８日（土）

午後９時30分
［４月の区民優先日］
　月島運動場　　29日（祝）
　晴海運動場　　29日（祝）
　浜町運動場　　６日（日）
　豊海テニス場　６日（日）・20日（日）

姶公共施設予約システムを利用して
申込む。

公共施設予約システム
［利用できる機器］
・インターネットが利用できるパソ

コン・携帯電話など
・区役所、日本橋・月島区民センタ

ーに設置してある利用者端末
逢スポーツ課体育施設係
　☎（３５４６）５５２９
茜公共施設予約システム
　・パソコン用アドレス

　http://www.11489.jp/chuo/
annai/

　・携帯電話用アドレス
　http://www.11489.jp/chuo/

mobile/

施 設 名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘
利 用 月 6月分

在住者優先
申 込

専用はがき（区内在住者優先利用申込書） 3月14日（金）各施設必着
保養施設予約システム 3月1日（土）～14日（金）午後11時 　
抽選日 3月16日（日）　　　　　

空 室 申 込
どなたでも
申込めます

ヴィラ本栖直通バス
伊豆高原荘送迎バス

保養施設予約システムや現地への電話による申込みは、3月20日（木）
から受け付けます。
※申込（問合せ）先
ヴィラ本栖フロント
☎0120－162312

（東京23区内からのフリーダイヤル）
☎0555（87）2711

※申込（問合せ）先
伊豆高原荘フロント
☎0120－151307

（東京23区内からのフリーダイヤル）
☎0557（53）1163

◎保養施設予約システムは、区のホームページや、区役所、日本橋・月島区民センター
に設置してある利用者端末をご利用ください。

◎伊豆高原荘をご利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で
２階の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。

◎区内４カ所からヴィラ本栖まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行していま
す。４月１日（火）から東京駅八重洲口の乗降場所が、現在の八重洲富士屋ホテル前から、
隣のビルである商工中金前に変更になります。

◎伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行し
ています。

◎施設のご利用について詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに置いてありま
すパンフレットをご覧いただくか、各施設にお問合せください。
逢地域振興課区民施設係　☎（３５４６）５６２３

）（

６月分ヴィラ本栖・伊豆高原荘申込みのご案内

日　　時
3月11日（火） 3月18日（火）

午後1時30分～3時
午前10時30分～正午
午後1時30分～3時

会　　場 日本橋保健センター5階料理講習室 月島保健センター栄養室
対　　象 7～8カ月ごろの乳児の保護者 5～6カ月ごろの乳児の保護者

内　　容
2回食の進め方 1回食の進め方

・離乳食の作り方の紹介       ・試食（保護者のみ）
定　　員 各20名（申込多数の場合、抽選）
費　　用 無　　　料
申込方法 2月21日（金）から25日（火）までに電話で申込む（受付は平日のみ）。
申　　込

（問合せ）先
日本橋保健センター健康係

　☎（3661）5071
月島保健センター健康係

　☎（5560）0765
◎定員に満たない場合は、申込受付期間後も前日まで受け付けます。

保健・医療・福祉
高齢者食事サービスのご案内
　食事作りや買い物にお困りの高齢
の方に、安否の確認を兼ねて、ご自
宅までお弁当をお届けしています。
　今年度からはカロリーや塩分・た
んぱく質の制限が必要な方を対象と
した特別食も開始しています。
亜区内在住の70歳以上の方（要支援・

要介護認定を受けた方は65歳以上）
で、次のいずれかに該当する方

・ひとり暮らしの方
・申請者を除く家族全員が70歳以上

の世帯の方
・同居の家族が就労などのため昼 

食・夕食の時間帯に不在で食事の
支度ができない方

［配達日など］
　月曜日から日曜日までの間で必要
な曜日の昼食・夕食（最大週14食）
挨・一般食　　　　　　400円
　・エネルギー調整食　600円
　・たんぱく質調整食　650円
姶電話で申込む。後日職員がご自宅

に伺い、詳しい説明と申請の手続

きを行います（申請後、サービス
開始まで２週間程度かかります）。
逢中央区社会福祉協議会
　在宅福祉サービス部
　☎（３２０６）０６０３

講　座
協働ステーション中央登録団体見本市
地域×ＮＰＯ×企業　知って
つながる協働のキッカケ！！
　区内では、地域生活の向上を目指
してさまざまな団体が活動していま
す。
　その活動を紹介するため「協働ス
テーション中央」に登録しているＮ
ＰＯ法人やボランティア団体が一堂
に会します。
　ＮＰＯ法人銀座ミツバチプロジェ
クト副理事長田中淳夫さんより先進
的な活動をお話しいただくなど、さ
まざまな団体の興味深い活動を皆さ
んにご紹介します。
　どなたでも自由にご覧いただけま
すので、お誘い合わせの上ぜひお越
しください。
唖３月８日（土）

　午後１時～６時
娃協働ステーション中央
挨無料
◎直接会場へお越しください。
◎詳しくはホームページをご覧くだ

さい。
逢協働ステーション中央
　☎（３６６６）４７６１
茜社会貢献活動情報サイト
　http://chuo.genki365.net

文化のリレー
～親子蕎麦打ち一日体験教室～

　社会教育関係団体にご協力いただ
き文化の伝承と世代間の交流を目的
とする「文化のリレー」を開催しま
す。今回は蕎麦打ち体験教室のご案
内です。
唖・１回目　３月22日（土）
　・２回目　３月29日（土）
　　午後１時30分～４時
娃築地社会教育会館４階料理教室
亜区内小・中学生とその家族
愛各回20名（申込多数の場合は抽選）
阿蕎麦打ち実習と試食
挨各回とも１人1,000円

［協力団体］電通蕎麦打ち研究会
姶３月15日（土）までに電話または

ファクスに①～⑤（７頁記入例参
照）、⑥保護者氏名（同席の有無）
を記入して申込む（家族は一緒に
記入）。
逢築地社会教育会館
　☎（３５４２）４８０１
　FAX（３５４２）３６９６

経営セミナー
　商工業経営者や幹部社員の方を対
象に、経営に役立つ専門知識の修得
を目的とした経営セミナーを開催し
ます。
唖３月25日（火）　午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業員

［テーマ］
　変化をとらえ、経営に活かす！
　非正規社員「採用・戦力化」の極意

［講師］
　株式会社働きかた研究所代表取締
役　平田未緒
愛100名（先着順）

挨無料
姶区役所７階商工観光課で配布する

用紙に記入してファクスで申込む。
◎申込書は区のホームページからダ

ウンロードすることもできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

介護者教室
「基本的な介護技術」
～排泄編～
　排泄は健康のバロメーターであ
り、生きる基本の一つです。同時に
とてもプライベートでデリケートな
ことでもあります。介護される側の
意思を尊重しながら、介護する側に
とってもより快適にケアができるよ
う、排泄ケアの基本的な考え方・技
術をご紹介します。
唖３月８日（土）　午後２時～３時
娃マイホームはるみ４階多目的室
亜区内在住・在勤・在学者、その他

介護に興味・関心のある方
［講師］マイホームはるみ巡回型ホー

ムヘルプサービス職員（介護福祉
士）

愛20名（先着順）
挨無料
姶２月21日（金）から３月５日（水）ま

でに電話で申込む（受付時間は午
前９時から午後５時まで）。

逢マイホームはるみ
　☎（３５３１）７６３５

落語・漫才で学ぶ防犯対策
唖３月９日（日）　午前10時～正午
娃浜町区民館４階２・３号室
亜小学生以上の区内在住・在勤・在

学者
阿振り込め詐欺や悪徳商法を題材に

し、その手口や対処方法を落語・
漫才で分かりやすくお伝えします。
愛50名（先着順）
挨無料
姶２月23日（日）から電話で申込む
（受付時間は午前９時から午後９
時まで）。

逢浜町区民館
　☎（３６６８）２３５４



(4)「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関・百貨店、ファミリーマート（一部
店舗を除く）、東京メトロの駅（銀座・東銀座・八丁堀・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、文化堂でも配布しています。

平成26年（2014年）２月21日（金曜日） No.１２０５区のおしらせ 2 月 2 1 日号

「新富座こども歌舞伎」節分祭奉納公演
 2月2日、鐵砲洲稲荷神社で「新富座こども歌舞伎」の
公演が行われました。口上の後、舞踊芝居が上演され、
総勢20人の子どもたちが歌舞伎独特の表現や演技を見
せると、大勢の観客から「待ってました！」「日本一！」と
掛け声が掛かり、拍手が沸いていました。
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り
、木
製
の
板
を
支
持
体

と
し
て（「
木
板
」）、地
に
金
箔
を

押
し
て
着
色
し
た（「
金
地
着
色
」）、

蘆あ
し

と
鷺さ

ぎ

を
描
い
た
額
入
り
図（「
蘆

鷺
図
額
」）と
い
う
名
称
で
す
。

　

佃
一
丁
目
の
住
吉
神
社
幣へ

い

殿で
ん

内

に
あ
る
当
図
額
は
、「
板い

た

絵え

着ち
ゃ
く

色し
ょ
く

蘭ら
ん

陵り
ょ
う

王お
う

図ず

額が
く

」（
昨
年
6
月
に
紹
介
）

と
向
か
い
合
う
よ
う
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
縦
83
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
・
横
１
１
８
・
５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
画
面
は
、
5
枚
の
桐
材
を

板い
た

矧は

ぎ（
数
枚
の
板
の
側
面
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
幅
広
の
一
枚
板
）

し
た
も
の
で
、
作
品
は
黒
漆
塗
り

の
額
縁
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
箔
を
押
し
た
桐
板
画
面
に
は
、

蘆
が
生
え
た
水
辺
に
集
う
7
羽
の

鷺
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま

す
。
高
く
伸
び
た
先
に
淡
い
褐
色

の
小
穂
を
つ
け
た
数
本
の
蘆
、
群ぐ

ん

青じ
ょ
う

色い
ろ

の
流
水
線
で
表
現
さ
れ
た
餌

を
つ
い
ば
む
水
中
の
鷺
の
動
き
な

ど
、
嫋た

お

や
か
で
凛り

ん

と
し
た
雰
囲
気

が
漂
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
画
面

右
か
ら
斜
め
に
描
か
れ
た
緑ろ

く

青し
ょ
う

色い
ろ

の
土
手
や
左
上
方
か
ら
首
を
Ｓ
字

に
曲
げ
な
が
ら
大
き
く
羽
を
広
げ

て
飛
来
す
る
鷺
の
表
現
な
ど
、
洒

脱
か
つ
大
胆
な
タ
ッ
チ
で
す
。

　

作
者
は
、
画
面
右
下
に
押
さ
れ

た
朱
文
方
印「
是
真
」の
落ら

っ

款か
ん

か
ら
、

日
本
画
家
・
漆
芸
家
の
柴し

ば

田た

是ぜ

真し
ん

（
１
８
０
７
〜
１
８
９
１
）で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
是
真

は
、
橘

た
ち
ば
な

町ち
ょ
う

二
丁
目（
現
在
の
東
日

本
橋
三
丁
目
）の
宮
彫
師
・
柴
田

市
五
郎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幕

末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
蒔ま

き

絵え

・

漆う
る
し

絵え

・
日
本
画
と
多
方
面
で
活
躍

し
た
人
物
で
す
。

　

当
図
額
は
、住
吉
神
社
第
九
代
・

平
岡
好
国
宮
司
が
親
交
の
あ
っ
た

是
真
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
作
品
を
眺
め
て
み

る
と
、
蘆
が
多
く
自
生
し
て
い
た

往
時
の
佃
島
を
思
わ
せ
る
景
色
や

住
吉
神
社
の
神
紋「
鷺
」の
モ
チ
ー

フ
な
ど
、
当
神
社
と
の
関
わ
り
が

読
み
取
れ
る
貴
重
な
作
品
で
す
。

中
央
区
主
任
文
化
財
調
査
指
導
員

 

増
山
一
成

チョッと
知っ得

　

住
民
税
・
保
険
料（
国
民
健
康

保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）の
納
付
と
相
談
の
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

住
民
税
納
税
相
談

　

区
か
ら
お
送
り
し
た
通
知
書
や

納
付
書
、
収
入
や
生
活
状
況
を
確

認
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
当
日
納
付
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
相
談
は
納
税
の

み
で
す
。
課
税
の
相
談
や
課
税
証

明
書
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
２
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会　

場　

区
役
所
２
階
税
務
課

※
問
合
せ
先

　

税
務
課
整
理
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
９

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）
納
付
相
談

　

事
情
が
あ
り
納
付
が
困
難
な
場

合
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

当
日
納
付
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

訪
問
に
よ
る
徴
収
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
未
納
が
あ
る
場
合
に
区

か
ら
電
話
で
、
納
付
の
お
願
い
を

し
ま
す
。

日　

時　

３
月
９
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会　

場　

区
役
所
４
階
保
険
年
金

課

※
問
合
せ
先

　

保
険
年
金
課
収
納
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
６
５

　
「
開
港
・
開
化
の
地
を
た
ず
ね

る
〜
横
浜
と
築
地
を
結
ぶ
旅
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
開
国
か
ら
始
ま
る

開
港
地
・
横
浜
、
開
市
場
・
築
地

鉄
砲
洲（
現
明
石
町
）の
歴
史
と
開

化
の
足
跡
を
訪
ね
ま
す
。
講
師
の

解
説
と
と
も
に
、
横
浜
都
市
発
展

記
念
館
の
特
別
展
観
覧
と
中
央
区

内
の
史
跡
・
旧
跡
な
ど
を
探
訪
し
、

両
都
市
の
今
と
昔
を
結
ぶ
歴
史
め

ぐ
り
の
旅
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時

　

３
月
16
日（
日
）　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時（
予
定
）

集
合
場
所

　

郷
土
天
文
館「
タ
イ
ム
ド
ー
ム

明
石
」

対　

象

　

中
学
生
以
上

講　

師

　
中
央
区
主
任
文
化
財
調
査
指
導
員

 

増
山
一
成

定　

員

　

20
名（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

費　

用

　

無
料

申
込
方
法

　

３
月
３
日（
必
着
）ま
で
に
①

「
春
の
文
化
財
め
ぐ
り
参
加
希

望
」と
明
記
し
、
②
住
所
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）④
年
齢
⑤
電
話
番

号
⑥
在
勤
者
は
勤
務
先
名
・
所
在

地
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
往

復
は
が
き（
1
人
1
枚
限
り
）ま
た

は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申

請
か
ら
申
込
む
。

◎
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ（
申
込
）先

　

〒
１
０
４‐０
０
４
４

　

中
央
区
明
石
町
12‐１

　

郷
土
天
文
館「
タ
イ
ム
ド
ー
ム

明
石
」☎（
３
５
４
６
）５
５
３
７

　

４
月
19
日
か
ら
東
京
都
美
術
館

で
開
催
さ
れ
る「
バ
ル
テ
ュ
ス

展
」に
関
連
す
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　

時

　

４
月
16
日（
水
）　

午
後
６
時
50

分
開
演（
午
後
６
時
20
分
開
場
）

会　

場

　

日
本
橋
公
会
堂
ホ
ー
ル
（
日
本

橋
劇
場
）

対　

象

　

区
内
在
住
・
在
勤
者

内　

容

　

ピ
カ
ソ
を
し
て「
20
世
紀
最
後

の
巨
匠
」と
言
わ
し
め
た
画
家
バ

ル
テ
ュ
ス（
本
名
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・

ク
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
・
ド
・
ロ
ー
ラ
、

１
９
０
８‐２
０
０
１
）。本
展
は
、

１
９
６
７
年
に
バ
ル
テ
ュ
ス
と
結

婚
し
た
節
子
夫
人
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
開
催
す
る
国
内
で
は
没

後
初
か
つ
最
大
規
模
の
大
回
顧
展

で
す
。
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ

ー
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な

ど
、
世
界
に
名
だ
た
る
美
術
館
か

ら
結
集
し
た
40
点
以
上
の
油
彩
画

に
加
え
て
、
素
描
や
愛
用
品
な
ど
、

あ
わ
せ
て
１
０
０
点
以
上
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
晩
年
過
ご
し
た

「
グ
ラ
ン
・
シ
ャ
レ
」と
呼
ば
れ

る
住
居
に
残
る
ア
ト
リ
エ
を
展
覧

会
場
で
再
現
し
ま
す
。
こ
の
開
催

に
合
わ
せ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
催
で
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講　

師

　

広
島
大
学
大
学
院
准
教
授

　

 

河
本
真
理

定　

員

　

４
２
４
名（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費　

用

　

無
料

申
込
方
法

　

３
月
25
日（
必
着
）ま
で
に
往
復

は
が
き
に
①「
バ
ル
テ
ュ
ス
展
」関

連
文
化
講
演
会
希
望
、
②
氏
名
・

ふ
り
が
な
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

年
齢
⑥
在
勤
者
は
会
社
名
・
所
在

地
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
込

む
。

◎
講
演
会
参
加
者
に
は
、本
展（
会

期
４
月
19
日（
土
）
〜
６
月
22

日（
日
）の
招
待
券
を
１
人
１
枚

差
し
上
げ
ま
す
。

※
問
合
せ（
申
込
）先

　

〒
１
０
４‐０
０
４
１

　

中
央
区
新
富
１‐13‐24

　

中
央
区
文
化
・
国
際
交
流
振
興

協
会
☎（
３
２
９
７
）０
２
５
１

春
の
文
化
財

め
ぐ
り

「
バ
ル
テ
ュ
ス
展
」関
連
文
化
講
演
会

▲バルテュス《猫たちの王》
1935年　78x49.5cm
バルテュス財団（ヴヴェ、
イエニッシュ美術館寄託）
©Fondation Balthus,
dépôt Musée Jenisch
Vevey

日
曜
納
付
相
談

木板金地着色蘆鷺図額

お
詫
び
と
訂
正 

　
「
区
の
お
し
ら
せ　

中
央
」２
月

11
日
号
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

６
頁「
社
会
教
育
会
館　

講
座

の
ご
案
内
」

「
初
心
者
で
も
簡
単
！
ウ
ク
レ
レ

教
室
」　

費
用

誤　

６3

０
０
０
円

正　

５3

０
０
０
円

「
和
の
香
り
講
座
〜
日
本
発
祥
の

香
道
の
基
礎
を
学
ぶ
〜
」　

費
用

誤　

５3

０
０
０
円

正　

６3

０
０
０
円

「
楽
し
く
上
達
！
女
子
Ｄ
Ｉ
Ｙ
〜

ジ
グ
ソ
ー
を
使
っ
て
、
角
を
丸
く

加
工
し
よ
う
〜
」日
時（
開
講
日
）

誤　

３
月
14
日（
金
）

正　

３
月
７3

日（
金
）

同
申
込
期
限

誤　

３
月
７3

日（
金
）

正　

２
月
28
日（
金
）

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


